
Ｃ－１ 指導案

公 民 科 学 習 指 導 案

指導者 石川県立金沢泉丘高等学校・教諭

指導日時・教室 平成１７年１２月１３日（火）２限目 視聴覚室

対 象 生 徒 理数科 １年生 ４０人（内訳 １９Ｈ ４０人）

科 目 名 現代社会（単位数 １単位（後期のみ開講 ））

使 用 教 科 書 『現代社会 （東京書籍）』

１ 単 元 名 政治参加と民主政治

２ 単元の目標

①民主政治における個人と国家の在り方や民主社会に主体的に生きる人間の在り方について、考えようと

。 【 】する 関心・意欲・態度

②民主社会における個人と国家の在り方や民主社会に主体的に生きる人間の在り方について、多面的･多

、 、 。 【 】角的に考察するとともに 社会の変化や様々な立場 考え方を踏まえ公正に判断する 思考・判断

③民主社会における個人と国家の在り方や民主社会に主体的に生きる人間の在り方についての学習に役立

つ情報を主体的に選択し活用するとともに、追究し考察した結果を口頭や文章などで適切に表現する。

【資料活用の技能・表現】

、 、④日本国憲法の平和主義と 我が国の安全が世界の平和維持と不可分に関連していることについて理解し

その知識を身に付ける。 【知識・理解】

⑤世論形成及び国民の政治参加が大切であることを理解し、その知識を身に付ける 【知識・理解】

３ 指導に当たって

（１）生徒の状況

学習意欲が高く、与えられた課題にも積極的に取り組む生徒が多い。全員が国公立大学理科系学部へ

の進学を目指し、日々の学習に励んでいる。各教科の授業に対しても予習をきちんとした上で、各教科

の課題意識を持ち授業に臨んでいる。現代社会の諸問題については、中学校社会科において課題的な学

、 。習を通して諸資料を適切に収集 選択して多面的･多角的に社会的事象を考察しているものと思われる

また、理数科１年生は前期「情報」の授業で、プレゼンテーションソフト操作やスライド作成の技法に

ついて習得している。

（２）指導方針・方法

①生徒が現代社会に対する関心を高め、課題を主体的に追究するため、１グループが２つのテーマにつ

いて考察し、まとめたものを発表するという授業形態をとる。

②課題追究する際には、課題と自己との関わりに着目し、諸資料を幅広く収集し、多面的・多角的に考

察させる。

③発表する生徒と事前にリハーサルを行い、よりわかりやすいプレゼンテーションの方法について考え

させる。

④自分たちが発表しないテーマに対する問題意識を高めるため、すべての生徒が全テーマについて、授

業前に「質問用紙」を作成するなどの予習に取り組ませる。

⑤グループの発表後に教師が補足説明をすることで学習内容の理解を深めさせる。

４ 単元の指導計画（総時数５時間）

第１時 世論と政治参加



第２時 選挙と政治参加

第３時 地方自治と地域社会 ‥‥ 本時

第４時 平和主義と安全保障

第５時 民主社会の倫理と課題

５ 本時の指導計画（第３時）

（１）本時のねらい

①地方自治に関する最近の新聞記事などを利用して、具体的事例をあげながら発表することができる。

【関心・意欲・態度 【技能・表現】】

②現在の地方自治が抱えている問題点などを中央政府との関連で捉えるとともに、自らと政治との関わ

りについて、多面的・多角的に考えることができる。 【思考・判断】

（２）準備・資料等 レジュメ(全員配付)、パソコン、プロジェクター，ポインター

（３）本時の展開

時 学習内容 生徒の学習活動 教師の指導・支援 評価規準

）間 (発)発表者･(受)受講者 （ 観点 〔評価方法【 】 〕

導 テーマ確認 (受)本時のテーマを確認 ・本時の学習の流れを伝える。 ・地方自治についての課題や問

入 する。 題点を発見できる 【関心・。

(受)配付資料を確認する ・発表内容についての理解を深 意欲・態度】。

３ めるために、質疑応答の際、 →〔評価方法〕

分 積極的に質問するよう促す。 事前提出の「質問予習プリン

ト」の内容分析

展 地方自治の (発)グループの代表者が ・パソコンの操作など、発表の ・発表者は、適切な資料に基づ

開 基本と原則 発表する。 進行に不都合が生じた場合、 いて、聞き手にわかりやすい

。【 】発表グループの手助けをす 発表している 技能・表現

25 地方自治と (受)レジュメにメモをと る。 →〔評価方法〕

分 中央政府 りながら発表を聞く。 作成したレジュメ、観察

(受)発表内容について、 ・発表者が回答に苦慮している ・自らと地方自治との関わりに

疑問点などを考え、発 場合、補助を行う。 ついて、多面的・多角的に考

８ 表者に質問する。 察できる 【思考・判断】。

分 (発)質問に対して的確に →〔評価方法〕

答える。 質問事項

評価用紙の意見･感想

10 (受)本時の学習内容の要 ・地方自治に関する重要事項や

分 点を確認するとともに ｢三位一体の改革｣など最近の

最新の情報を聞く。 動きについて説明する。

ま 発表につい (受)評価用紙に記入する ・発表方法・内容などについて。

と ての評価 (発)評価用紙を回収し、 良かった点を必ず含めて記入

め 後日集計した後、教師 するよう指示する。

４ に提出する。

分


